


































2000年10月 日本学術会議会員（第18, 19, 20, 21期 2011年9月まで）
2002年4月 国立大学図書館協議会会長（2003年3月まで）
2002年5月 日本法社会学会理事長（2008年5月まで）
2003年10月 日本学術会議第2部 (法学・政治学) 部長 (2005年9月まで)








































































































“Research on Succession to Agricultural Assets in Europe (Coauthor)”,





















“Conception of the〈State〉in the Jurisprudence of Private Law: A metho-
dological note with emphasis on the works of J. W. Hedemann”, Annals



































“Die Förderung der Gleichberechtigung von Mann und Frau in Japan”,
















“Nazism, Law and Jurisprudence”, Occasional Paper Series of Institute of
















“Foreigners and ‹Foreigners Question› under the Japanese Law”, Occasional








































“Foreign Workers and Immigration Policy”, Banno, Junji (Ed.), The Political
Economy of Japanese Society, Vol. 2, OUP, 1998, pp. 81-106
“Das japanische Rechtsverständnis und die Gemeinschafsbezogenheit”,
Walter Schweidler (Hrsg.), Menshenrechte and Gemeinsinn-westlicher












“Die Rolle der Sanktion in Recht und Gesellschaft”, Zeitschrift für


















“Post-war Japan and the Law : Mapping Discourses of Legalization and
Modernization”, Social Science Japan Journal, Vol. 12, No. 2, 2002, pp.
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「制度としての国民国家─そのメタモルフォーゼ」ドイツ研究35号，2002
年2月8-20頁
「法の比較についての方法的考察─比較法社会論のために」『比較法学の課
題と展望』滝沢正編，信山社，2002年4月27-58頁
「現代国家を考える」西谷敏他編『新現代法学入門』法律文化社，2002年
6月157-182頁
「外国人・移民政策と国民国家の論理─日本の場合」『国際社会3・国民国
家はどう変わるか』，梶田孝道・小倉充夫編，東京大学出版会，2002
年7月225-256頁
「大学の再編と大学のコンセプト」法律時報74巻11号，2002年10月57-60頁
「法律学的日本人論─ネーション・ステートについて考える」日本の科学
者38巻9号，2003年9月22-27頁
「法的判断論の構図─法の解釈・適用とは何か」社会科学研究55巻2号，
2004年1月113-153頁
「憲法と民法─その多元主義的理解」法律時報76巻2号，2004年2月87-90
頁
「法の比較についての再考─比較法社会論のための覚書」社会科学研究55
巻 5・6 号，2004年3月273-315頁
「世紀転換後の日本の法学について考える」行財政研究55号，2004年3月
2-17頁
「変容する社会国家と大学─現代ドイツの雇用と失業問題の周辺」加瀬和
俊・田端博邦編『失業問題の政治と経済』日本経済評論社，2004年4
月183-206頁
「日本社会の『近代化』と『法化』」小田中聡樹・丹宗暁信編『構造改革批
判と法の視点』花伝社，2004年6月3-21頁
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「司法改革における法律家─総論」法の科学34号，2004年8月104-112頁
「EU における移民・難民法の動向─『国際人流と法システム』の一考察」
『聖学院大学総合研究所紀要』30号，2004年9月132-168頁
「安全で安心な社会の構築─安全と安心をどうつなぐか」日本原子力学会
誌46巻10号，2004年10月45-49頁
「法的判断と政策形成─『法律』と『法』の間」法社会学第63号，2005年9
月15-34頁
「移民─『問題』から『課題』へ」工藤章他編『現代日本企業2／企業体制
（下）』有斐閣，2005年12月127-154頁
「比較法社会論のパースペクティブ─資本主義・国民国家・市民社会と法」
早稲田大学比較法研究所編『日本法の国際的文脈』成文堂，2005年3
月17-56頁
「法科大学院の創設と法学教育・研究のあり方」『民主主義法学・刑事法学
の展望(下）』（小田中聡樹先生古稀祝賀論集）日本評論社，2005年12
月301-327頁
「法科大学院の役割と法学教育・法学研究の将来像」龍谷法学38巻3号，
2005年12月4-19頁
「EU 市民権とドイツ国籍法」比較法研究67号，2006年5月133-139頁
「『法科大学院時代』に法学教育および法学研究をどう考えるか」法の科学
36号，2006年6月133-141頁
「グローバル化の時代における国家と市民社会の変容─法の役割をどう考
えるか」法の科学37号，2006年11月55-67頁
「司法参加と国民主権」本村徹他編『市民の司法を目指して』（宮本康昭先
生古稀祝賀記念論集）日本評論社，2006年12月347-362頁
「市民社会論のルネッサンスと市民法論」『法の生成と民法の体系』（廣中
俊雄先生傘寿祝賀論集）創文社，2006年12月251-294頁
452
「国際化の中の日本社会─人の国際移動と外国人問題」棚瀬孝雄編『市民
社会と法─変容する日本と韓国の社会』ミネルヴァ書房，2007年4月
53-72頁
「国際移住の法システム─ドイツ法と EU 法を素材として」塩川信明／中
谷和宏編『法の再構築(Ⅱ）国際化と法』東京大学出版会，2007年4
月251-282頁
「科学者コミュニティーのこれから」科学2007年8月号，岩波書店，2007
年8月871-874頁
「EU 法における移民・難民法の動向」大木雅夫・中村民雄編『多層的ヨ
ーロッパ統合と法』聖学院大学出版会，2008年4月447-477頁
「市民社会論の法学的意義─『民法学の方法』としての市民社会論」戒能通
厚・楜沢能生編『企業・市場・市民社会の基礎法学的考察』日本評論
社，2008年10月58-79頁
「ドイツ民法典第1条の含蓄」ドイツ研究第42号，2008年5月183-190頁
「資本主義法の現在」『法律時報臨時増刊/改憲・改革と法』日本評論社，
2008年4月2-9頁
「渡辺法学の構図─その素描」『日本社会と法律学─歴史・現状・展望（渡
辺洋三先生追悼論集）』日本評論社，2009年3月827-849頁
「希望と変革─いま希望を語るとすれば」玄田有史・宇野重規編『希望を
語る』 (シリーズ希望学･第1巻）東京大学出版会，2009年4月4-29頁
「藤田の社会主義史三段階把握について」法の科学第40号，2009年9月
125-134頁
「比較法社会論の課題と方法─グローバル化のなかの国家と社会」『新世代
法政策学研究』4号，2009年12月25-58頁
「ドイツにおける『統合』問題─国籍・ジェンダー・宗教」辻村みよ子・
大沢真理編『ジェンダー平等と多文化共生─複合差別を超えて』東北
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大学出版会，2010年3月191-209頁
「国家と家族─家族法における子の位置」法と民主主義2010年4月号，
2010年4-9頁
「法学における若手研究者養成について─何が問題か」法の科学41号，
2010年9月92-101頁
「変革の戦略としての市民社会論」中村浩爾他編『権力の仕掛けと仕掛け
返し』文理閣，2011年7月15-43頁
「『脱原発』と日本国憲法─ドイツの経験と日本の展望」法と民主主義466
号，2012年2月4-9頁
「日本の『脱原発』について考える」『政治学の諸問題』専修大学法学研究
所紀要37号，2012年2月161-177頁
「東日本大震災と原発事故のなかで考えたこと」杉原泰雄他編『戦後法学
と憲法─歴史・現状・展望』（長谷川正安先生追悼論集）日本評論社，
2012年5月506-524頁
「現代社会における自己決定権の意義とジェンダー」ジェンダーと法9号，
2012年7月67-80頁
「日本の原発をどう考えるか」法の科学第43号，2012年9月130-135頁
「東日本大震災・原発事故と社会のための学術」後藤康夫他編『いま福島
で考える─震災・原発問題と社会科学の責任』櫻井書店，2012年10月
107-131頁
「法制度としての性別」ジェンダー法学会編『ジェンダーと法・第1巻／
ジェンダー法学のインパクト』日本加除出版株式会社，2012年11月
57-70頁
「ナチス司法点描─清水誠のドイツ法研究に寄せて」広渡清吾他編『日本
社会と市民法学─清水誠先生追悼論集』日本評評論社，2013年8月
775-782頁
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「ナチス法研究覚書」根本到他編『労働法と現代法の理論(下)─西谷敏先
生古稀記念論集』日本評論社，2013年11月153-181頁
「領土と国籍・市民権─『ナショナルなもの』を考える」ドイツ研究48号，
2014年3月56-72頁
「国籍・市民権・民族所属性─『人と国家の関係』の法的形象をめぐって」
専修法学論集120号，2014年3月103-164頁
「M. ウエーバーの『法の形式的合理性』概念の位置について」専修法学
論集123号，2015年3月153-207頁
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